
執行役員規程

第１章　総　　則

（目　的）

第１条　この規程は、会社の執行役員に関する基本的事項を定める。

２　この規程に定めのない事項については、会社規程（就業規則の準用を含む。）および取締役会の定めるところによる。なお、取締役を兼務する執行役員については、取締役に関する法令および会社規程の適用が優先する。

第２章　業務執行役員
（業務執行役員）

第２条　業務執行役員とは、取締役会で選任され、会社の業務執行を担当する者をいう。

２　業務執行役員は、社長、副社長、専務役員、常務役員、執行役員により構成される。

（担当業務および報酬等）

第３条　業務執行役員の担当業務および報酬、退職金、定年等については、取締役会で定める。

（就　任）

第４条　業務執行役員に選任された者が就任を承諾したときは、速やかに「業務執行役員就任承諾書」を会社に提出しなければならない。

２　前項の規定は、業務執行役員が重任した場合も同様とする。

（従業員の身分との関係）

第５条　従業員である者が業務執行役員に選任されたときは、就任日の前日をもって退職とし、会社規程により退職金を支給する。ただし、労働基準法、社会保険法その他法令の適用については、それらに従い、会社の定めるところによる。

（任　期）

第６条　業務執行役員の任期は、選任後２年以内に終了する最終の事業年度に関する定時株主総会終結の時までとする。

２　増員または補欠として選任された業務執行役員の任期は、他の現任業務執行役員の任期が終了すべき時までとする。

３　業務執行役員は、その任期が満了した時、業務執行役員たる資格を失う。

第３章　業務執行役員の責務
（業務執行役員の責務）

第７条　業務執行役員は、この規程を遵守し、取締役の決定に従い、担当業務の責任者としての職責を十分に自覚し、責任を持って業務を執行する。

２　各業務執行役員は協力して、誠実かつ忠実に業務を執行し、もって社業の発展に努めなければならない。

３　業務執行役員は、会社の業績向上、株主の利益の確保、公共への配慮に努め、社会的責任を持って業務執行にあたる。

４　業務執行役員は、部下の監督、指導、教育を行い、また取締役会および取締役との連絡を密にして、業務執行にあたる。

５　業務執行役員は、取締役会または代表取締役の求めに応じて、その担当業務の執行状況について、取締役会または代表取締役に報告しなければならない。

６　業務執行役員は、取締役会に出席を求められたときは、出席しなければならない。

（遵守事項）

第８条　業務執行役員は、職務上の地位を利用して、会社の承認なく、自己もしくは第三者のために取引をなし、または手数料を収受するなど私的利得を図ってはならない。

２　業務執行役員は、会社の承認なく、在任中に事業を営み、または他の職務を兼任してはならない。

３　業務執行役員は、会社の承認なく、在任中はもとより退任後２年間は、名目の如何を問わず会社との競業活動を行ってはならない。

（退　任）

第９条　業務執行役員が次の各号の一つに該当する場合は退任とし、業務執行役員としての身分を失う。

　（１）任期満了

　（２）辞　　任

　（３）死　　亡

　（４）解　　任

（辞　任）

第10条　業務執行役員が辞任する場合は、業務上の引継ぎを完了し、かつ辞任後といえどもその在任中の業務については責任を有する。

（解　任）

第11条　業務執行役員に不正・不当な行為があったとき、または業務執行役員として適格性に欠けるときは、取締役会は解任することができる。

付　　則
　この規程は、平成○年○月○日から実施する。

